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新型コロナワクチン接種により新型コロナ感染後の心血管疾患

死亡リスクも全死亡リスクも大幅に低下した

松崎道幸 道北勤医協ながやま医院 matsuzaki-m@dohoku-kinikyo.or.jp

【松崎雑感】

香港の100万人近くの電子的医療データを解析して、新型コロナワクチンの効果を

検証した論文です。新型コロナ感染は、血栓症リスクを高めるため、心筋梗塞や脳

梗塞リスクが高くなります。新型コロナワクチンを打つと、新型コロナコロナに感染しても、

心血管死亡リスクが大きく減ることが示されました。

もうひとつ、mRNAワクチンを打つとかえって死亡率が激増するという主張が本当かど

うかですが、ワクチン接種が全死亡率をしっかり下げることも示されました。ワクチンを

一回も打たない群と比べて、3回接種で全死亡率が5分の1から10分の1に減ります。
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（※ビオンテックワクチン：mRNAワクチン、コロナバクワクチン：不活化ワクチン）

新型コロナワクチン接種が新型コロナ感染後の心血管疾患死亡リスク

を減らすかどうか明らかになっていない。

香港の電子的医療データ（およそ100万人）を解析して、ワクチン種

類および接種の有無が新型コロナ感染後の心血管疾患（虚血性心

疾患、脳卒中、心不全）死亡リスクと全死亡リスクを減らすかどうかを

調査した。



ワクチン未接種群と比較して、ワクチン接種群は接種回数が増え
るほど、新型コロナ感染後の心血管疾患死亡リスクおよび全死亡
リスクが有意に低下していた。

ワクチン種類（mRNAあるいは不活化ワクチン）、性別、年令、
チャールソン基礎疾患指数、新型コロナ重症度別の解析でも、同
様の関連が示された。

新型コロナワクチン接種回数が増えるほど、新型コロナ感染後の心
血管疾患死亡リスクが低下することが確認された。



心臓血管疾患死亡リスク
ワクチン接種 なし

1回
2回
3回

全死亡リスク
ワクチン接種 なし

1回
2回
3回

新型コロナ感染から28日以内の死亡リスク

ワクチン未接種と比較して、ワクチン1回接種で心血管疾患
及び全死亡リスク半減、3回接種で10分の1前後に低下



心臓血管疾患死亡リスク
ワクチン接種 なし

1回
2回
3回

全死亡リスク
ワクチン接種 なし

1回
2回
3回

新型コロナ感染から28日以降の死亡リスク

ワクチン未接種と比較して、ワクチン1回接種で心血管疾
患及び全死亡リスク半減、3回接種で5分の1に低下
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